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安城市立二本木小学校コミュニティスクール・地域学校協働活動構想 2025 

既存組織の連携強化 

より強固な地域連携

へ 

 
地区民生児童委員会 

（2～3回実施予定） 

地域情報交換 

地区保護司会(1 回）

健全育成情報交換 

町内会定例連絡会 

町内情報随時交換 

父母教師会(ＰＴＡ) 

ＣＳとの協働・連携 

学校支援の実務活動 

ＣＳの目的 「学校教育目標を地域みんなで考え、具現化する」 

描こう自分の未来…自己開拓・自己責任 創ろうみんなの学校…こどもまんなか・仲よく 

ウェルビーイング…心身の調和安定 誰一人取り残さない…多文化共生・道徳教育 

チーム学習と協働的・個別最適な学び…自己教育力 学び・知識獲得方法刷新 

ＣＳの役割 「ひとつのチームになろう」 

・学校・地域課題の共有と協働での行動化 

地域の教育課題を「熟議」し具体的に「行動化」 

・地域・校種連携による「共育」の円滑化 

地域・園等と学校のかかわり方の「見える化」 

・「チームとしての学校」の地域での組織化 

学校・家庭・地域の過重負担解消の「具体化」 

 

 

校訓「仲よく」のもとに進める  「学校を核とした地域づくり」 

二本木小学校コミュニティスクール Team“NAKAYOKU” 
地域とともに校訓「仲よく」をめざす  「地域とともにある学校」 

 
 

地域学校協働活動の目的 「地域と学校の｢育てたい子ども像｣の具現化･一体化を図る活動をする」 

合言葉は「仲よく」～子どもも大人も地域みんなで、世代・性別・国を越え、いじめや仲間外れゼロをめざそう～ 

誰もが学ぶ気持ちをもてるよう大切に育てよう～まちはみんなの学校 まちのみんなはわたしたちの先生～ 

well-being な二本木をめざそう～やさしい気持ち・よいこと・笑顔・あいさつ・対話・モラルを大切にしよう～ 

地域学校協働活動の役割｢知り合いが増えた､二本木が好き  」 

・学校・地域をつないでくれる人や組織の「コーディネート機能」 

・学校・地域間のつながりをより強固にする「ネットワーク機能」 

地域の多様な活動が盛り上がり、「活性化」と「つながり」が充実する活動 

・学校・地域が win-win で活性化する「well-being 効果創出」 

・二本木の経験・技術・知恵を生かした「授業づくりの活性化」 

誰もが無理なく子どものために行動し、地域全体が学習資源される活動 

コミュニティ・スクール （ＣＳ） 地域学校協働活動 「名称募集」 
【学校運営協議会】年３回開催（委員は安城市教育委員会委嘱）※Ｒ９開始予定 

校長の方針のもと、保護者・地域・学校が協働して学校教育目標を設定し、地域とともに目標の達成を目指す組織 

 

【地域学校協働本部「名称募集」】※地域学校協働活動推進員中心に運営 Ｒ９開始予定 

地域･学校が連携･協働し、子どもの学び･成長を支える地域学校協働活動の推進母体として、非常勤事務局が運営する組織 

 
校長・教頭 協議組織 

保護者・公民館等の公的機関・地域・地域有識者・企業の協力 

地域学校協働本部事務局となる方の架け橋としての活動 

 

「名称募集」事務局 

 

     

事務局本部【本館】 

１階 放送室スタジオ（本部） 

渡り 出入口（児童クラブ共用） 

主な活動場所【本館】 

３階 音楽室Ⅱ（地域部活動） 

    視聴覚室（協働活動場所） 

２階 理科室Ⅰ･Ⅱ（児童ｸﾗﾌﾞ） 

 

 

教務主任 

校務主任 

ＣＳ担当 

学年ＣＳ 

（運営委員） 

組織 

校内組織 

活動内容｢こどもまんなか｣ 

子どもの教育活動ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ 

子どもの校外活動への支援 

・小学生の学びに資する協力 

中高生への支援と参画 

・中高生との対話で命を守る 

保護者間ﾈｯﾄﾜｰｸ構築 

地域企業ﾈｯﾄﾜｰｸ構築 

・地域・家庭を結ぶパイプ役 

二
本
木
地
域
活
動
応
援
団 

活動支援（紹介･掲示配付協力･表彰） 
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2025：活動表明 2026：活動準備 2027：活動開始 

地域連携部会 地域の皆さんが子供たちのために活動

したいことをまとめたり、活動を生み

出したりする場をめざします 

 

教育活動部会（ニホボラ） 学校が主体となる教育活動に学びの彩りと深まりを添えるべく､地域資源

や人材を活用して深い学びを展開するため、事務局中心で最適なマッチングを進める部会 

学びを深める・教わる 

主に子どもに教えるボランティア 

教育支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ （専門性） 

・野菜づくり名人・算数の達人 

・絵の師匠 ・みのりの先生 

・陶芸家 ・かけっこ先輩 etc. 

考えに気づき、学びを広げる 

主に対話・交流するボランティア 

授業参加ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ(親和性) 

・人生の先輩 ・意見交換ゲスト 

・本読みパートナー・チーム活動 

・コメンテーター・対話活動

etc. 

子どものためになることを支援する 

子どもを豊かにするボランティア 

環境支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（教育の彩り） 

・読み聞かせありす ・ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ 

・図書館環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ・修繕の匠 

・ピカピカ☆ボランティア  etc. 

青少年支援ボランティア 

「駄弁る会」（月 1 回程度開催） 「自習スペース」（テスト週間・長期休業） 

・小学校・公民館を会場に開催・中高生の悩みや話を聞く場・学びの場づくり 

「梨の花見」（4 月初旬開催） 「三河安城フェスタ」（10 月末日開催） 

・地域イベントに中高生が企画・準備・実行で参加し、その体験・運営を支援する。 

・中高生活躍の機会から、中高生の悩みや思いに寄り添う関係や環境の構築を進める。 

地域部活動等支援ボランティア・青少年支援ボランティア 

マーチング・吹奏楽・バドミントンなど中学校部活動に無いものも含めた運営の側方支援 

組織 

校長・教頭・教務主任 

ＣＳ部会・ＣＳ担当・ＰＴＡ 

事務局 

町内会や地域企業による子どもへの活動 

安全・安心部会 防犯･交通安全･非行防止の情報

共有を行い、地域安全・安心へ

の行動化を図る場をめざします 

地域スポーツ・地域文化団体

による子ども・親子向け課外

活動等の取り組み 

熟議 年２回・半期協議  ⇒  行動化 活動の展開 熟議 年２･３回協議  ⇒  行動化 活動の展開 

二本木安全安心会議 

組織 

地域の安全にかかわる皆様 

学区にこんな心配なところ

がある、この点を児童に注

意喚起したほうがいいなど

二本木小学校を取り巻く安

全安心に関わる情報を交

換する場を作ります 

二本木安全安心大作戦 

【ＰＴＡ・町内会との協働】 

心配なところがある点を

私たちがどんなことをす

れば問題を解決すること

ができるのか考え、ボラン

ティア等の力で行動化す

る場にします 

熟  議：どこに問題がありどうするとよいのか検討 

行動化：助言のもと具体的な対応策を共に具現化 

学区の青少年の生活全般の視点から、安全・安心に関しての

センター的機能を持ち、地区の改善を図るため、健全育成会に

より実務的な機能を有して再編させて CS 一部に組み込みます 

二本木地域連携会議 

組織 

校長・教頭・教務主任･校務主任   

ＰＴＡ・二本木公民館・幼保各園 

町内会・商店組合・地域内企業 

地域部活動・スポーツ文化団体 

 

※適宜関係事業団体出席 

 

 

ｲﾍﾞﾝﾄ NIHONGI 展開 

 【プロモーターとの協働】 

・肝試し 七夕飾り  

・NIHONGI ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ 

・節句人形準備・片付け 

・町内会商店街行事ﾀｲｱｯﾌﾟ 

・各種行事の学校内紹介 

・学区諸活動の紹介 etc. 

  

地域団体等が学校のためにできる校内実施

の上記活動を部会で熟議し、協力・協働して

取り組むほか、校外実施活動を児童に広報

周知し、地域との連携をより強固にします 

校内組織 教務主任・校務主任 

ＣＳ担当・学年ＣＳ・（運営委員） 

情報交換 

 

学校のニーズや地域教育人材・資源の開拓によって、 

様々な活動の可能性を広げていきます 

 

 

まちが主体となって子供を育てていく活動の 

ボランティア開拓により、児童の成長の幅を広げます 

学校を舞台にして教育活動に寄与する活動、学校を

舞台にして教育活動外で健全育成に寄与する活動、

まちが舞台となって子供たちに参加を期待する活動

など、子どものために活動する団体と保護者・児童

が win-win になる活動をマッチングしていきます 

新たな学校との連携の可能性 

ＣＳ運営協議会・地域学校協働本部事務局との兼務をして学校と地域・家庭の架け橋となります 

【運営組織】     地域学校協働活動推進員（学校教育を中心とした活動のために支える役割をします）     . 

          放課後子ども教育コーディネーター（業後・休日を中心とした活動を支援します） 


